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ヨハネと書いたので(ルカ1:57-66）

天使が約束したとおり、エリサベツが身ごもって、ついに男の子を生みました。エリサベツ本人はもちろん、周りの人、親戚の人々が喜んで、これこそ神様の憐みであり、神様の恵みだと騒いでいました。子どもを産めるような年をとっくに過ぎていました。でも、神様の理由があり、神の力によって子供を生むようになりました。みんなが驚いたでしょう。イスラエルは８日目になると赤ちゃんに割礼を施します。そのためにそれがとても大事な儀式なので、親戚の方々、周りの人が集まってきました。そして、そのときに、たぶん名前も付けたりするみたいです。それで当然ながら、とても当たり前に、父親の名前がザカリヤなので、ザカリヤの名にちなんで名前を付けようとしました。それはこれっぽっちもおかしいことでも、妙なことでもありません。ふだん、そうやっているし、みんながそうしているし当たり前なことでした。しかし、その母親が「いいえ、そうではありません」とNOを突きつけたのです。その母親が「その子の名前はヨハネという風につけないといけません」と言いました。すると、周りの人がそれを聞いて「ヨハネ？いや、普通ザカリヤにちなんでつけるのが普通でしょう。ヨハネという名は今まで聞いたことがないよ。親戚の中にも、遠い親戚の中にも、そんな名前を持った人はいませんよ。聞いたこともないね。おかしいな」と思いました。それで、母親がそう言っているから、強く否定することもできないので、父親に「あなたは名前をなんとつけるつもりなのか」と尋ねました。ところが父親は天使の言うことを信じなかったせいで、子どもが生まれるまで口がきけない、ものが言えない、そのような状態でした。口も閉ざされて、わかりやすく申し上げると、麻痺しているような状態でした。それで、手話のように合図をしながら、「赤ん坊に何と名前を付けるつもりなのか」と尋ねました。母親が何を考えているのかわかりませんけれども、父親は普通に正しく考えるでしょうと思って聞いたのです。すると、ザカリヤはものが言えないので書き板を持ってこさせたので、そこにザカリヤなんとかという名前を書くのだろうと思っていたら、母親が言っていた、今まで聞いたこともない、変な名前ヨハネと書きました。「彼の名はヨハネ」と書いたのです。みんなが驚いてびっくりしました。「これはどういうことなのか。なに？」という感じでしょう。しかし、もっと驚くのは、そのようにヨハネと書いたその瞬間、10か月以上物が言えなくて、手話をしながら、その手話も習ったことがないので、コミュニケーションもなかなか取れない状態だったと思いますが、その父親だったザカリヤの口が開かれて、舌が解け、ものが言えるようになった、今まで詰まっていた、閉ざされていたそれが、フワっと開かれるようになりました。それを見ながら、そこにいる人がびっくりしたのはもちろん、そのうわさが町全体に広まり、それを聞いている人々が「ヨハネという子はいったい何になるのだろう。どんな子なのだろう」と不思議なことが起こったので噂が広がりました。ザカリヤ、天使の、つまり神様のおっしゃることを素直に受け入れることがなかった不信仰のゆえに、いろいろな神様のご計画があったでしょうけれども、詰まっていて何かがぐしゃぐしゃになっていて、解けないような状態だったわけです。そのザカリヤがザカリヤでなくヨハネと書いた途端に、それがすっきりと解かれ開かれるようになったという話が、今日の聖書をとおして、私たちが教えられるメッセージです。今、みなさんに、何かぐじゃぐじゃに絡まって、中々解けない、そして、何かが詰まっているような状態、中々進まない、何かつまずいているような状況などはないでしょうか。そこがパーンと開いて前に進み、神の豊かな祝福が見られるようになる答え、そのような秘密はいったいなんでしょうか。そこが今日の聖書をとおして私たちに教えられることです。何かが詰まっていることは悪いことではありません。それは機会です。ザカリヤがザカリヤでなくヨハネという名前を書いた途端に、すべて解決されるようになりました。これは何を意味するのでしょうか。ザカリヤではなくてヨハネ。そのヨハネは神様から与えられた名前です。「この子はヨハネです」と。
1． 自分と自分の人生が神の所有だと
つまり、ザカリヤでなくてヨハネという名前を書いた、それが答えなのですが、それはまず自分と自分の人生が実は神の所有であるという告白なのです。そのときに、私たちの詰まっているものが解けるようになります。ぐじゃぐじゃに絡んでいるものが解けだすようになります。本当に神の勝利の答えを見るようになります。それをどうにかしようとして頑張るからできるものではなく、自分と自分の人生、自分に与えられているすべてが、実は自分のものだと思っていたのにそうではなくて、神の所有であったということに気づいて告白するというのが答えなのです。それを神様は待ち望んでおられます。だから、ザカリヤではなくヨハネという名前をつけました。自分自身、または自分に与えられている人生、またその人生の中にはすべてが全部入っているでしょう。みなさんは、自分の才能や自分の職業や健康、自分自身の時間、家族、すべてが神の所有であることを知っていらっしゃるのでしょうか。それが本当に心から告白できるでしょうか。
1） 尊い人
　みなさん自身、みなさんに与えられている人生、すべては本当に尊いもの、尊い存在なのです。なぜかというと神の所有なので、周りから何と言われようが、人々が、親戚が普通に当たり前に何をどう言おうが関係なく、自分は神の所有です。ですから、尊い存在です。今、自分の状況、立場、財産の程度など、いろいろとあるでしょうが、そのようなことと関係なく自分はイエス・キリストによって神の所有です。自分の人生も神の所有です。この告白が鍵であり、この告白が答えです。それゆえ自分は尊い存在なのです。だれの所有なのかによって価値が変わります。この間テレビを見ていたら、今はもう亡くなってしまった人ですが、マイケル・ジャクソンが着ていた衣装がオークションにかけられて、ものすごい値段で落札されました。もちろん高級材料、またいろいろな工夫をして高級品にはなっていると思います。普通のジャケットよりは、少し値段が高いかもしれません。でも、そのオークションの値段のように、何千万という価値はそれ自体にはありません。けれども、同じジャケットでもだれのものなのか、だれの所有なのかによって値段がまったく変わるのです。みなさんは神の所有なのです。神の所有というのは、自分のすべてが奪われて自由が無くなるかのような勘違いをしているのですが、そうではなくて自分はどこにいようが、何をしていようが、また、健康なのか病気なのかなどとは関係なく、自分は今、神の所有なので、尊い存在だということです。パウロもそれがわかっていたし、聖書に出ている信仰の英雄は、そのような告白を持っていました。ダビデはこのように言いました。自分自身はもちろん、神殿を立てるために金銀や様々なものを集めてささげました。けれども、これさえ、神から与えられているものですと告白しました。ザカリヤではなくて、この子は私の子どもではなくて神の所有ですと告白しました。自分自身はもちろん、その告白が必要です。親の方々が、子どものために悩んでしわが増えていく理由のほとんどが、自分の所有だと思っているからです。だから、自分が責任を持って、自分が執着を持って、あるいは自分と自分が持っているもの、それが目に見えるものであれ、見えないものであれ、思想であれ何であれ、それに頑固になっているのです。それが、自分が所有者であるという証拠であり、現れです。そうしている限りは良いことありません。いつでもぐじゃぐじゃです。子どもとの関係もぐじゃぐじゃです。いつも子どもが自分の願いどおり、思いどおりにいくから平安という意味ではありません。いつもそれにぐじゃぐじゃ絡んでいます。それから、自分と自分の人生、自分の持っているものなどで、ものすごく心配をし、思い煩っています。なぜでしょうか。自分が所有者だと勘違いしているからです。人生疲れるだけです。ザカリヤではなくて。たとえばアイリンの名前がチャン・アイリンと言うべきなのに、チャンと言わないで「ヨハネと言いなさい」と言ったらおかしいのではないでしょうか。クリスチャンの私たちにはそのように神様が名前を付けられました。これから、それを一人一人が見つけ出して発見しないといけません。それは名前を改名しなさいという意味ではありません。今の名前はそのままでいいのです。親がいろいろな思いを込めて名前をつけたでしょう。しかし、それは本当の本名ではありません。本当の名前をこれから見つけ出さないといけません。ザカリヤではなくてヨハネです。この子は自分の息子ではなく、神の所有です。ですから、自分が執着を持って、自分が描いた思いどおりにこの子を作っていくものではなく、神の所有なので、私にはそのような権限も、ある意味、責任もありません。この子は尊い存在です。
２）安全な人
それから、自分と自分の人生が神の所有であるというのは、自分と自分の人生はとても安全だという告白でもあります。神の所有なので。イエスさまがおっしゃいました。「だれが父の手から、あなたがたを奪いとることができるだろうか」つまり、全能なる神様より強い何かがあれば奪うこともあるのでしょうが、それはありえません。それなので、絶対安全です。最近は銀行の神話も全部崩れているでしょう。それで銀行を選べるのです。どこが安全なのか。どこに貯金すれば、どこの銀行に預ければ安全に守られるか、いろいろな資料などを調べる時代に来ています。どこに入っているか、だれの所有なのかによって安全性が変わるのです。私たちは神の所有です。特に、だれに何と言われるかより大切なのは、みなさんの心の底から湧きおこる声というものがありますが、それが何とささやくか関係なく「私は神の所有です。だから尊い者で、安全な者です」という告白です。自分をはじめ、自分の持っているもの、家族を自分のものだと思うと、結局それに引っかかり、捕らわれるようになります。そうすると、人生がややこしく、まったく自由がきかず、疲れて重荷を背負うようになるのです。私がいつも親の方々に「子どもを手放してください」と言っているでしょう。それは子どもに無関心になれという意味ではありません。みなさんの所有ではないのに、なぜ、それほど執着するのでしょうか。自分の所有だと勘違いしているからでしょう。だから、人生がややこしくなるのです。家族関係もややこしくなります。サッカーの才能があるのでしょうか。絵の才能があるのでしょうか。ものすごく勉強ができるのでしょうか。それで自慢できるのでしょうか。それに執着する意味があるのでしょうか。それは自分のものだと思っているからです。自分の所有じゃありません。前にも一回お話ししたように、昔、韓国である女性が、歌手になるための歌謡コンテストに出場し、そこで女性として一位になりました。一位になったということは、これから有名な歌手への道がパーッと開かれたということです。その一位になった後、友達をとおしてイエス・キリストを受け入れました。彼女は正しくイエス・キリストを受け入れたので、自分が神のもの、神の子どもであることがわかりました。その祝福が大きいことがわかったのです。それで少し悩みました。歌手をやるべきなのかどうかを。ギターを弾きながら、歌がとても上手なのです。聞くと癒されるような声でした。みんなが期待していました。彼女が歌手をやるのが良い、悪いではありません。彼女は神の前で「このギター、私の歌声などは神のものです。だから自分で勝手に決められませんので、これを全部神さまにお返しします」と告白しました。「神のものなので、神が勝手にしてください。神様にお返しします。歌手にならなくても結構です」とある意味、自分から手放して、全部あきらめて、神の所有としてささげました。ささげたからといって、どこかにこれを捨てたというわけではありません。神様のものとして認めて、告白したのです。すると、しばらくたって神様から祈りのうちに答えがありました。「そのギター、あの歌声を持って主を賛美すればいいのではないか」と。それで、その人はゴスペルシンガーになって多くの教会に影響を与えるようになりました。自分のものではないという意識がありません。私たちは自分自身をはじめ、すべてを管理する管理人なのです。ザカリヤではなくてヨハネです。神の所有です。
３）聖なる人
　私と自分の人生が神の所有であるがゆえに、自分自身は聖なる人です。世の中の人と違います。そこから選び出されて聖別されている存在です。つまり「生き方もすべての面において違います」ということです。聖なる者です。目標も生きがいも全部がもう変わるのです。私は神に属しているものです。自分と自分の人生が神の所有であることを心から告白して認めるときに、すべてが開かれるようになります。ぜひ、信じていただきたいと思います。暴れないで、あがきをしないで、競争しないで、思い煩わないで、自分と自分の人生は神の所有であることを認めて告白してください。本当の自由がそこにあります。あまりにも何かを握って、未練がましく離すことができないのです。それなので、ずっと、人生ぐじゃぐじゃでどこかに絡んでいくのです。そうする必要はありません。どうせそれは最初から神の所有でした。レムナントの中にはプロサッカー選手も、プロゴルファーも、そしてプロアーティストもたくさんいます。彼らが、その才能が自分の所有だと勘違いしている限りはものすごい苦労をするでしょう。また醜くなります。でも、これが本当に神の所有、神のものですとわかったときには、それは世界的なものになります。輝くようになるでしょう。そして、もし何かがあって、その才能が消えて、才能が衰えて、才能が奪われるようなことがあったとしても動じないクリスチャンになるでしょう。なぜでしょう。神の所有だからです。旦那さんが、奥さんが、子どもがこうなる、ああなる、あまりそれに揺れることがないようにしてください。神の所有ではないでしょうか。なぜ、みなさんの所有にして、それほどそこに引っかかっているのでしょうか。自分と自分の人生が神の所有です。それがザカリヤではなくてヨハネという名前をつけたゆえです。
2． 自分と自分の人生に神の理由が
それから、ザカリヤではなくてヨハネという名前を付けたときに、パーンとすべてが開かれるようになったのですが、それは自分と自分の人生には神様の理由があるということを告白することです。そのときに、すべてが開かれます。今の立場、出身、様々なことが異なるでしょう。それにもかかわらず、そのすべての面において、自分と自分の人生においては神様の理由があるのです。自分が考え出した理由ではなく、人々が作り出した、人々に突き付けられた理由ではなくて、神様からの理由があるということを本当に告白するクリスチャンがなかなかいません。みなさん自分の人生、また自分自身、みなさんが勉強すること、日本に来ていらっしゃること、事故に遭ったこと、病気になったこと、健康であること、才能が許されていること、どこか就職することなど、すべて神様の理由がそこにあるのです。ザカリヤではなくてヨハネという名前をつけました。ザカリヤではなくて神から与えられたヨハネという名前、それは、つまり神様のミッションがあるということです。それを心から認めるとき、神の所有なので、自分で何か理由を持っていたり、また理由をつけたりする権限も、義務も何もありません。神様の理由が元々あるのです。私たちは勝手にいろいろな理由を自分で抱え込んでいます。そうではなくて、このザカリヤのようにザカリヤという名前を消してヨハネという名前にしてください。みなさんが持っていた様々な理由を全部、消してください。野望でしょうか。傷を埋めるための理由でしょうか。あるいは出世でしょうか。世の中がつくりあげた成功、幸せという虚像に向かって頑張る、そのような理由でしょうか。そのすべてを全部消してください。神のミッション、神の理由があります。神の所有なので、私たちには自分が決められるような理由は存在しません。神のミッション。アフリカで生まれた人は、それなりの神のミッションがあるのです。神のミッション、神の理由は何でしょうか。一言でいうと、ヨハネは何のために生まれたのでしょうか。なぜ名前がザカリヤでなく、ヨハネでしょうか。ヨハネはメシヤ、イエスが来られる前に道を備え、デコボコを平らにするために存在するものでした。それがヨハネの生きる理由であり、ミッションなのです。みなさん、一人一人にはどんな方であれ、イエス・キリストを信じる方々はお金があるかどうかは関係ありません。学歴があるかどうかも関係ありません。どんな方であれ、一人一人、全員、神のミッション、神の理由があるのですが、そのミッションの核になる内容はイエスと絡むことです。イエスと絡んで人生を生きるのです。それがミッションです。なぜ就職するのでしょうか。なぜそこの会社に就職するつもりなのでしょうか。イエスと絡んだ理由のためです。小さいときから、特に親の方々が自分の子どもに、このようなことを見つけ出し、そのように接して祈るようになればその子供は幸いでしょう。でも残念ながら小さい子供の親の方々はものすごくサタンにやられ、攻撃されていて、このような影響を受けるような状況ではないのです。しっかりと目をさまし、ザカリヤではなくてヨハネ。うちの子どもは医者にならないといけない。うちの子どもは弁護士にならないといけない。理由は何でしょう。社会的にすごい立場になって豊かに暮らさないといけないからでしょうか。そして、ときには老後に私が少し恩恵を受けるためにとかいろいろな理由があるかもしれません。それら全部をひっくり返してください。それはクリスチャンらしいものではありません。なんと残念で悲しいことでしょうか。そうではなくて、ザカリヤではなくて。世の中の人はそのような理由があるかもしれません。私たちはそのような理由ではなく神様の理由。ザカリヤではなくてヨハネという理由です。イエスと絡んで、神から与えられている名前なのです。
１）イエスと出会い
つまり神様のミッションは他にありません。その人、その人の人生をとおしてイエスと出会うこと、これがミッション、理由なのです。イエスと出会わなければ、イエスを信じなければ救われることはありえませんので。人が救われること、それが理由です。それ以上の理由はありません。
２）イエスを味わい
それから、イエスと出会った人々が、そのイエスを心から感謝して味わいつつ喜ぶこと、これが神様の理由です。そのために私たちは存在し、また生きているのです。世の中にはない、イエスの中にあるこの喜び、その感謝、その感激、その力、それを自分のものとして味わうことによって、現場において、現実において、そして、この世において勝利できるようになります。連れられていくものではなく、引っ張っていく人生を生きていくために。神様の理由があります。教会に通っていながらも残念なのは、ほとんど神様の理由がないのです。全部、自分の理由です。全部、ザカリヤです。ザカリヤではなくてヨハネと書いた途端にすべてが開かれました。そんなに未練がましくつかんで手放すことを恐れるのは、やめてください。ずっと苦労してしまいます。怖いのでしょうか。サタンの偽りなのです。みなさんが持っている理由を全部手放してください。神のミッションのある人生を歩んでください。
３）イエスを知らせる
イエスを味わい、その結果、暗やみに捕らわれている、みんな滅びて、何が理由なのかも知らないまま、苦しんで悩んでさまよっている多くの世の人々に、イエスを知らせるという理由のために、自分と自分の仕事、自分の時間、自分の健康、自分の状況、自分の将来すべてが許されているのです。仕事をしながらどのようにミッションと結びつければいいのか。あえて結び付けようとしなくてよいです。仕事をする前に「この仕事をしに行くのは、イエスと出会った自分が味わい、イエスを知らせるために、ここに行くのだ」告白すればよいです。常に優先的に意識すればよいのです。
４）神の栄光を現す
そのうち、その仕事の内容から、どのようにして神の栄光を現すのかというのも細かく全部、見つけ出すようになりますので、とりあえずイエスと絡んでください。神のミッションはイエスと絡むことです。いったい、みなさん才能、みなさんが目指していること、みなさんの人生の目標がどれくらいイエスと絡んでいるのでしょうか。もっと短く申し上げますと、みなさんの一日のスケジュールがどれほどイエスと絡んでいらっしゃるのでしょうか。もっと縮めて申し上げると一日の中でイエスをどれほど考えるのでしょうか。一回でもイエスさまのことを考えることがあるのでしょうか。だから、人生のある理由がよくわかりません。それを変えてください。今までは、周りからは拍手を受けるような考え方だったかもしれません。でも、それは周りの考え方、周りの声です。多くの親戚が集まって「ザカリヤにちなんで」と言われたのと同じようなことです。そのようなことではありません。神の声を聴いてください。何か自分で目指していることがあるのでしょうか。それとイエスと絡んでいるミッションがそこに本当にあるのでしょうか。「みんな宣教のために全部やります」というキャッチフレーズではありません。私たちは神の所有です。絶対にこれっぽっちも否定的に思わないように、後ろ向きにならないように。それから、自分の頑固や自分の主張や執着など全部おろしてください。神のミッションがあるのに、自分のものを持っていてどうするつもりですか。神様と喧嘩して勝つつもりでしょうか。神様のミッションがあって今皆さんが存在しています。そこに、その仕事に、その学校に、その家庭に、その地域に今、存在しているのです。みなさんの過去がとても思い出したくない、もう忘れて消したいという過去でしょうか。そこにも神の理由があったわけです。そんなに逃げる必要ありません。「なるほど。イエスと出会って、このいのちにも変えられない、世界のすべてのどのようなものにも変えられない救いの祝福に預かるために、イエスと出会うためにあったものなのだ。そこにその理由があったのだ」と。私も小さいときに家庭環境や様々なことによって、とても悲しい思いをし、自分は悲しい者でだめな人間だとずっとそう思っていました。「なぜ自分で好んで望んでいたわけではないのに、そんな環境、状況に生まれ、そのような家庭を歩いてきたのでしょうか」といつもそのようなことばかり考えていました。神の理由がありました。そこをとおして救われるためにイエスと出会いました。イエスを味わい、イエスの力をいただくために。その結果、このイエスを知らせるために、神様はザカリヤという名前を消してヨハネとしました。全部まとめて申し上げると、これが神の栄光を現すということです。これが理由です。信仰の先輩の方々が、昔、信仰を守るために、また信徒にそれを教えるために教理問答のテキストを作りました。その第一問が「人間の存在の理由は神の栄光を現すために人は存在する」でした。私たちにはそのような理由があります。私たちが見たときには良いこと、悪いこといろいろあるでしょう。裕福な状況、ものすごく辛い険しい状況、厳しい環境などがあるかもしれません。そのすべてに神の理由があります。ザカリヤでなくてヨハネという名前を与えられました。なぜ神様はこのようなイエスと絡む理由を持って、ミッションを持って私たちを導いていらっしゃるのでしょうか。
3． イエスはキリスト
　それはイエスがキリストだからです。
１）唯一の人生の答え
イエスは世の中に良いものがたくさんあり、良い理論がたくさんあるにもかかわらず、イエスだけが唯一、創造の全能なる神様と出会うことができる答えです。ですから、イエスと絡むことが神のミッションなのです。
２）絶対的な希望
　イエスは唯一の人生の答えであり、またイエスはいてもいなくても、信じても信じなくてもいいような相対的な方ではなく、絶対的な希望です。イエス以外には希望がありません。イエスでなければ人々は気づいてもいない、研究しても絶対に見つけることができないサタンのしわざ、霊的な問題を完全に打ち破って、そこから助けられる絶対的な希望なのです。これがイエスはキリストという意味です。世界中でイエスの御名のほかには与えられていません。それゆえ、イエスと絡むことが幸せであり、それが人生を生きる理由でありミッションなのです。ヨハネがこの世に生まれた理由は、このイエスと絡むために生まれました。だから、ヨハネは今まで旧約聖書に出てくるすべての信仰の人の中で一番大きいものと言われました。他の人はイエスが来られることを準備していましたが、この人はイエスを見た人です。今の私たちは、そのイエスが勝利されすべてを成し遂げられて、聖霊をとおして私たちの中に宿るようになりました。ヨハネが一番小さくて、私たちがそれより大きいものになっているのです。そういうことのために私たちはこの世に生まれ、存在しています。
３）最高の価値
私たちと、また持っているすべてのものが、そして、このイエスこそが最高の価値です。四方八方から苦しめられても窮することがありません。キリストを私の中に持っていることが最高の価値で、他の何かと比べることができない絶対的な最高の価値です。イエスでないといのちはありません。それで、神様は私たちを愛し、イエスと絡んで救われ、イエスと絡んでイエスの力に預かり、そして、このイエスを知らせることによって神の国を建設していくことが人生の理由です。生まれた理由であり、生きる理由です。それを告白する時に、詰まっていた、ぐじゃぐじゃになっていたすべてが解けて、パーンと開かれるようになります。この答えです。難しいでしょうか。私たちの内側からリフォームし片づけないといけません。自分と自分の所有、自分のすべてのものは神の所有です。それから、自分と自分の人生はイエスと絡む、神の理由、ミッションがあると心から告白していただきたいと思います。ぜひ、みなさんが、そのようなことを真剣に真摯に考えるときを持ってほしいと思いますし、そのときに人々、また世のいろいろな声などには、このお母さんエリサベツのように「いいえ」と頭を横に振ってください。みなさんの内側からの声もささやくでしょう。みなさんとみなさんの人生に対していろいろな話があるかもしれません。みなさんの持っている才能や仕事、子どもや家族に対して、みなさんと関わっている様々なことに対して、いろいろな理論や価値、話、声が、外側から内側からあるでしょう。そのときに、ぜひ「いいえ、それは全部ザカリヤです」と言ってください。そうすると、みなさんが悩んでいる、疑問を持っている、まるで霧の中を歩いているような状態、状況、何かがぐじゃぐじゃに絡んでいて、恵まれたいけど恵みが何だかわからず遠く離れているかのように思える、そういったすべてのことがパーンと打ち破られて、こじ開けられて開かれるようになります。何かが詰まっていて、はがゆいのでしょうか。パーンと全部、壊れていくようになります。どうすればそうなりますか。自分と自分の人生が神の所有であると告白することによって。つまり、ザカリヤに対して「NO、いいえヨハネです」という告白です。神のミッションがあるから生きます。極端に言うと、そういった何かがどう変わろうが、それによって私が動じる理由などはありません。ものすごく丈夫で自由な人間です。未練がましい人から自由になります。何かをつかんで手放すことがないのはクリスチャンのあり方ではありません。「どうでもいいです。こうなってもああなっても」全部、神様のもの、神様のミッションのためなので、それさえ考えればよいのです。ミッションのために用いられれば感謝で、ミッションのために奪われることがあれもそれも結構なのです。ミッションは変わりません。イエスと絡んでください。自分自身、自分の持っているすべて、自分の将来をイエスと絡ませてください。人の声、自分の声、外側の内側の声のたびに、いつもNOを言ってください。だから、大学で勉強している人は、理論やいろいろなことを学ぶのですが、そこに流れている何かの思想的なものに対しては、根本からいつも「いいえ」を持って大学に行かないとだめです。ヒューマニズムをとおして信仰と神を拒否するのを大前提にして設立されたのが大学です。大学はそのような形としてスタートしました。だから、その思想がいつも大学に流れています。それで、ミッション系の大学を建てても最終的にはそこに持っていかれてしまいます。これが歴史です。大学、教授、そんなに偉そうに見えるのでしょうか。知識を学ぶだけです。そのほか、いつも大学の正門をくぐって入るその瞬間から「いいえ、NO」としないと、すぐにやられてしまいます。あまり祈りもしないでしょう。だから、それでもやらないとやられてしまいます。「NO.いいえ」一緒に一回言ってみましょう。これからは「いいえ」をしながら、神様がみなさんに与えられた名前、神からの名前を見つけ出していただきたいと思います。イエスと絡んでいる神の名前を。まずは共通しているみなさんは、神の子、王である祭司、尊い者、祝福された者、世の光、世の塩このような神から与えられている名前、レムナント、レムナントミッショナリーという名前があります。そんな名前を見つけ出してください。全員あります。そんなにきれいでもない自分の名前を、頑固にそうしないで名前を見つけ出してください。それから、クリスチャンみんなに与えられた名前と同時に、一人一人にイエスと絡む名前があります。たとえば、ローマの手紙１6章を見ると教会の伝道者の保護者、あるいは同労者といろいろな名前があります。文化の芸能人の世界の、天国のスパイとか、教育界では、でたらめな教育をひっくり返す教育の改革者とか、イエスによっていろいろな名前があります。イエスと絡む名前を見つけだしてください。よくわからない場合は、教えてくださいと祈りましょう。神様は生まれてくる前に私の名前を決めておられます。それから、みなさんがそれぞれ置かれている現場、学校、地域、会社、どこであれその現場で、イエスと絡んで、イエスを必要とするしかない理由を祈りつつ見つけ出してください。これがミッションです。理由がわからないといけません。「なるほど、私がここにいる理由はイエスを知らせるため、イエスを伝えるためにいるのだな」ということがわかるように理由を見つけてください。あるのに見えないのです。だから、目が開かれて見えるように祈ってください。宗教、偶像に苦しんでいて、霊的な問題、隠れている問題、威張っている人々、だましている、ごまかしている人々、実際に病んでいる人々、変な人々、いろいろなことがあるでしょう。それらをイエスの眼鏡をかけてみてください。イエスと絡んで、ぜひ理由を見つけ出してください。大学修練会のときに、機会があれば、大学部のレムナントと具体的にこのようなミッションをお話ししたいと思います。これからは留まっていてはいけません。ミッションを、無理やりではなくて、私たちはザカリヤではなくてヨハネです。神様はアブラムもアブラハムと、ヤコブもイスラエルと名前を変えました。私たちにもみな名前があります。それを見つけ出してください。そのように現場の理由を見つけ出した方であれば、結果として伝道のノートになって、そこに伝道の対象者の名前がどんどん増えていくようになるでしょう。それをぜひ、実践して見ていただきたいと思います。それで何が変わるかはやってみてからです。現場の理由を「なるほど。この子はこれで、この教授はこれで」と名簿を見ながら祈ると見えてくるので変わってきます。どんどん祈りつつ神様がいろいろな知恵を、時刻表を与えられるようになります。だから、いつでも資料などを準備するようになります。
結論
ここまでやって、自分と自分の人生が神の所有である、自由だ、自分と自分の人生は神の理由がある、ミッション、イエスはキリスト、これを実践することによって、これからは一つだけです。これを全部、全うできるように神様が最高のプレゼント、最高の確実な保証を与えられました。聖霊充満の祝福です。これができた人は聖霊充満の約束を握って、聖霊充満を求めて祈ってください。どうすればいいのでしょうか。信仰によって祈ることです。何か一生懸命ではなく、与えられると信じてください。なぜでしょうか。イエスがキリストなので、聖霊充満を素直に求めて、ただ一つだけ、今までにいろいろなことがあるので、何も求めないで、何も気にしないで、聖霊充満だけに絞るという姿勢が求められます。それが慣れていけば普通にできるのですが、そうではないので集中という言葉を使うのです。またサタンはそれができないようにします。聖霊充満の大きな祝福、完璧な答えそれ一つがすべてです。創造の霊であられる聖霊が自分の頭、考え方、脳の細胞、すべてを満たしてくれれば結構ではないでしょうか。他は何も考える必要はありません。創造の霊でありますので。そういう意味で集中的と言います。ただ、こちらの何かによってではなく、信仰で約束ですから。それにすべての方向を合わせて、そちらに行くように。一日一回でも5分でも、聖霊充満に集中できる時間を持ってください。それは今まで、申し上げました、神から与えられた名前、理由を発見したがゆえに聖霊充満の方に入ればよいのです。「いや、なかなか、そこがあいまいで」という方も、聖霊充満を求めてください。どうしてもあいまいな人は、そこに聖霊充満が与えられるように祈ってみてください。とにかく、一日のうち何もかもから解き放たれて聖霊充満、聖霊と一対一でそこにのめりこむような、そのような世界を必ず持つようにしてください。なぜでしょうか。みなさんは神の所有なので、みなさんはザカリヤでなくてヨハネだからです。みなさんには神のミッションがあります。みなさんは尊い人生なのです。勝利を祈りたいと思います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。ザカリヤではなくヨハネと書いた途端にすべてが開かれました。どうかこの約束を握って一人一人が、本当に神から与えられているイエスと絡んでいる名前を見つけ出すことによって、神の所有であり神のミッションを心から喜んで告白し、具体的に現場の理由を見つけ出すことによって、聖霊充満の絶対的な必要性をもって、聖霊充満の祈りのときを持つことができるように。その結果をお証しすることができるように兄弟姉妹一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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